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メインの試合会場を新アリーナで実施

練習や運営の会場としてグリーンアリーナを使用し運営

国際大会の誘致

※画像は生成AIによるイメージです
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新アリーナ・グリーンアリーナの2館体制の相乗効果②
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新アリーナとグリーンアリーナの2会場でアジアカップを企画・実施
日本、韓国、台湾、中国の4カ国、8チーム程度でカップ戦を実施

グリーンアリーナはアジア圏で人気の高いスラムダンクの聖地のため、観光面を含めた企画で広島
をアピールすることが出来る。

アジア国際カップの開催

※画像は生成AIによるイメージです


